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科目名 表面工学
英文表記 Surface Engineering 2016年3月14日

科目コード 6112

創造システム工学専攻・機械システム工学コース 選 学修 2単位 講義 後期

教員名：　眞喜志隆
作成

技術職員名：

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

科目目標

材料表面で起きる現象について、腐食・表面改質・表面分析の三つについて解説を行う。工業的に広く利用されていいる表面改質法のう
ち、機械分野で利用されている方法について学習し、説明できることを目標とする。表面分析の概要を学習し、説明できることを目標とす
る。大気腐食についての現状を学習し、防食法の概要を説明できることを目標とする。

大気腐食の概要につ
いて説明できる

全体をまとめ試験を行
い、講義の理解度を評
価する（60％）

総合評価
科目目標について、毎回の小レポート（40％）、全体をまとめた期末試験（60％）を行い、合計が60％以上を合格とする。

本科・専攻科教
育目標

JABEEプログラム名称 機械システム工学

JABEEプログラム教育目標 B-2

大気腐食の概要につ
いて説明でき、耐食材
料で問題となる局部腐
食の概要を説明できる

上記の内容について、
詳細を説明できるととも
に、各現象の原理をも
とに考察することができ
る

上記の内容について
総裁を説明できる

上記の内容について、
その概要を説明できる

評価項目 30 10 60 0

目標との関連 定期試験 小テスト 総合評価 セルフチェックレポート その他（演習課題・発
表・実技・成果物等）

3020

100

50応用力（実践・専門・融合） ①②③ 30

基礎的理解 ①②③ 10

20

主体的・継続的学修意欲 ①②③ 20 20

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

授業概要、
方針、履修
上の注意

工業的に広く利用されている表面改質法の基本原理と適用例を解説する。電子線及びＸ線を利用した
表面改質技術の原理と応用について学習し、基本的な操作法とデータ解析技術を習得する。雰囲気か
ら受ける腐食を中心とした表面損傷の基礎を学習する。
講義を主体に授業を進め、実際の表面改質法および表面分析法については実機を利用した実験を行な
う。

教科書・
教材

教員自作プリント
ＪＳＭＥテキストシリーズ機械材料学（日本機械学会）、機械材料入門（理工学社）、金属便覧（日本金属
学会編）、金属組織学序論（コロナ社）、材料環境学入門（丸善）、NPシリーズ硬い表面作り方と評価法
（槙書店）、表面処理工学（日刊工業）等

材料表面から得られる
分析データの利用技
術の基礎を修得できる
（A-1,A-2,A-3,B-1,B-
2,B-4)

正しく説明できるかレ
ポートにより評価する
（20％）

材料表面の分析法の
原理について理解し、
得られたデータの妥当
性について説明するこ
とができる

材料表面の分析法の
原理について説明で
き、その利用方法の概
要を説明できる

材料表面の分析法の
概要について説明する
ことができる

材料表面と環境の相
互作用である腐食の
基礎について学習し、
腐食防止の基礎を修
得する。（A-1,A-2,A-
3,B-1,B-2,B-4)

正しく説明できるかレ
ポートにより評価する
（20％）

材料表面と環境の相
互作用をもとに実用材
料の耐食性について
説明できる

科目目標達
成度と

JABEE目標
との対応

科目達成度目標（対応
するJABEE教育目標）

達成度目標の評
価方法

ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル
最低限必要な到達レ

ベル

工業的な表面改質法
を理解し、目的に応じ
た処理法の選択技術
が習得できる（A-1,A-
2,A-3,B-1,B-2,B-4)

正しく説明できるかレ
ポートにより評価する
（20％）

現在工業的に利用さ
れている表面改質法に
ついて概要を説明で
き、機械部分や切削工
具に利用されている表
面改質法の応用につ
いて説明できる

現在工業的に利用さ
れている表面改質法に
ついて概要を説明で
き、機械部分や切削工
具に利用されている表
面改質法の概要につ
いて説明できる

現在工業的に利用さ
れている表面改質法の
機械分野での利用に
ついての概要を説明で
きる
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期末 [2]
30

①
②

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習
（予習・復
習）内容

表面改質法概論
主に金属材料の表面改質法について概説する。（航） 小レポートを課す

浸炭法・窒化法
鉄鋼材料に対しての浸炭と窒化の利用を学習する。 小レポートを課す

拡散浸透法
元素の拡散を利用した表面改質法全般を概説する。

表面観察法概論
光学的な材料表面観察法を概説する 小レポートを課す

PVD
物理的な方法による被覆法を学習する

小レポートを課す

実時間 22.5

腐食の電気化学
腐食の電気化学について概説する 小レポートを課す

被覆法
他の物質を被覆する表面改質法について概説する。(航) 小レポートを課す

X線表面分析法
Ｘ線を利用した元素分析法の原理と応用を学習する まとめレポートを課す

環境と表面の相互作用
小レポートを課す

小レポートを課す

CVD
化学反応を利用した被覆法を学習する 小レポートを課す

溶射・メッキ・ピーニング
その他のよく利用されている被覆法を概説する まとめレポートを課す

表面分析法概論
工業的に利用されている表面分析法を概説する。

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）

その週の講義内容について小レポートを課す 各1時間×12回

（共通記述）
・　この科目はJABEE対応科目である。　その他必要事項は各コースで決める。
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は機械材料（3年）、材料科学（4年）、材料学特論（専攻科1年）
その他必要事項は各コースで決める。
（学位審査基準による分類）
科目区分　専門科目①②③④　A　設計工学・機械要素・トライボロジーに関する科目

まとめレポートを課す

備考欄

各6時間×3回

小レポートを課す

電子線表面分析法
電子線を利用した表面観察と元素分析法の原理と応用を学習する

大気腐食
大気中での腐食現象を学習する 小レポートを課す

小レポートを課す

材料表面とそれと接する環境との相互作用について概説する

期末試験

耐食材料の腐食
ステンレス鋼を中心とした腐食現象について学習する（航） まとめレポートを課す

学習時間合計


